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Ⅰ 教育目標(平成３０年度) 
(1) 学校の教育目標  

   人間尊重の精神を基調とし、豊かな社会の形成に貢献できる人間を育成する。 

    ○やさしい人 

    ○たくましい人 

    ○よく学ぶ人 

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針 

ア 人権尊重の理念を基に自他の生命の大切さを理解させ、よりよく生きていこう

とする態度を育むために、道徳の時間を要に全教育活動を通して心の教育の充実

を図る。 

イ 基礎的・基本的な学習内容を定着させ、生涯を通じて主体的に学ぶ意欲・態度

・能力を身に付けさせるために、授業改善を推進するとともに、家庭学習の習慣

化を図る。 

ウ 全教育活動を通して、多様な体験学習や奉仕活動を取り入れた環境教育や伝統

・文化の学習、自己理解を深める学習を推進し、郷土に誇りや愛着をもつととも

に変化の激しいグローバル社会で生き抜くことのできる人材の育成に努める。 

エ 学校行事や生徒会活動等の多様な機会を捉え、生徒一人一人が達成感や成就感

を感じるとともに集団としての連帯感を味わうことができるような活動を推進

し、生徒が主体的に取り組めるような指導の充実を図る。 

オ 規範意識に基づく正しい判断力や危険予測・回避能力等を育成するために、安

全教育プログラムの活用を推進するとともに関係諸機関と連携した安全指導や避

難訓練及びセーフティ教室の実施と検証及び改善を図る。 

カ 生涯を通じて心身共に健やかな生活を維持するため、自らの健康・体力の保持

増進への関心を高められるよう教育活動全般を通して食育や健康教育の推進を図

る。 

キ 信頼される学校をつくるために、安心して生活できる教育環境を整えるととも

に、情報発信の充実と外部評価を生かした学校運営に努め、開かれた学校づくり

を推進する。 

ク 校内における特別支援教育を充実させるために、特別支援教育コーディネータ

ーを中心とする支援教育委員会（校内委員会）を定期的に開催し、個々の教育的

ニーズの把握に努め、個別指導計画に基づいた支援の充実を図るとともに、関係

機関との連携を深める。 

ケ 学校いじめ防止対策基本方針に基づき、いじめの未然防止・早期発見と対応、

重大事態への対応に努めるとともに、生徒の多様な課題に対応するためスクール

カウンセラー等外部の専門家や関係機関との連携を強化し、全ての生徒にとって

安心・安全な学校づくりを推進する。 

コ 小中一貫型教育校としての教育カリキュラムの実践と検証、改善に努めるとと

もに、更なる教育内容の充実を図る。 

サ 日本の伝統文化に誇りをもちながら、国際社会の中で自らの役割を果たし、す

すんで平和な社会の実現を目指す人材を育成するため、各教科等において年間指

導計画に基づくオリンピック・パラリンピック教育を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓 

 紳士たれ・淑女たれ 
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Ⅱ 学校の沿革（平成３０年度） 
 

昭和 22年  

 

昭和 22年  

昭和 23年  

 

昭和 25年  

昭和 27年  

昭和 29年  

昭和 30年  

昭和 46年  

平成  2年  

平成  6年  

平成  9年  

平成 14年  

平成 21年  

平成 22年  

 

平成 23年  

平成 24年  

 

平成 25年  

平成 26年  

 

 

 

 

 

 

平成 27年  

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年  

 

 

 

 

平成 29年  

 

平成 30年  

 

4月  

 

5月  

3月  

 

10月  

6月  

10月  

4月  

3月  

7月  

3月  

11月  

4月  

7月  

5月  

 

2月  

6月  

12月  

7月  

2月  

2月  

7月  

11月  

 

12月  

 

2月  

 6月  

 6月  

12月  

 12月  

 

12月  

 12月  

 

 3月  

 

7月  

7月  

10月  

2月  

 

4月  

 

 

1日  

 

5日  

31日  

 

1日  

4日  

1日  

1日  

10日  

31日  

14日  

29日  

1日  

4日  

28日  

 

28日  

9日  

24日  

22日  

10日  

15日  

20日  

25日  

 

14日  

 

14日  

 13日  

 18日  

  3日  

 12日  

  

19日  

 24日  

 

11日  

 

21日  

22日  

23日  

8日  

 

13日  

 

 

東京都八丈島樫立村、中之郷村、末吉村学校組合立三原中学校創立  

組合長 佐々木晴吉氏  

開校式（中之郷村立中之郷小学校で挙式）教職員１６名、生徒３２１名  

末吉教場分離、末吉村立末吉中学校として独立 東京都八丈島樫立村、 

中之郷村組合立三原中学校となる  

校地を現在地に決定、両村議会で決定（海抜１３４ｍ）  

本校舎落成式、この日を開校記念日とする（昭和４９年４月）  

町村合併により、八丈村立三原中学校と校名改称  

町制施行により、八丈町立三原中学校と校名改称  

体育館完成  

新校舎完成（平 2. 9.17新校舎落成式）  

新体育館完成 

開校５０周年記念式典・植樹式・祝賀会挙行  

八丈町立末吉中学校と統合（平14.4. 8 統合式典）  

プール完成式挙行  

文部科学省「児童生徒のコミュニケーション能力の育成に資する芸術表現  

体験事業」の一環として、「島に生まれて」完成  

校庭芝生敷設工事終了  

野球部遠征決定戦優勝  

サイエンス部 日本学生科学賞  科学技術政策大臣賞  

バレーボール部島しょ大会準優勝都大会出場 

サイエンス部｢壁を登る動物の足の研究Ⅲ｣全国子ども科学映像祭文部科学大臣賞 

サイエンス部東京都教育委員会児童・生徒等表彰 

バレーボール部都大会出場 

サ イ エ ン ス 部 「 ハ チ ジ ョ ウ ノ コ ギ リ ク ワ ガ タ の 研 究 」  

全 国 野 生 生 物 保 護 実 績 発 表 大 会 文 部 科 学 大 臣 奨 励 賞  

サ イ エ ン ス 部 「 ヒ ト は 壁 を 登 れ る か 」  

全 国 子 ど も 科 学 映 像 祭 文 部 科 学 大 臣 賞  

サ イ エ ン ス 部 東 京 都 教 育 委 員 会 児 童 ・ 生 徒 表 彰  

サッカー部島しょ大会出場決定  

第１回小中一貫型教育校 保護者・地域説明会 

第２回小中一貫型教育校 保護者・地域説明会 

サ イ エ ン ス 部 「 青 ヶ 島 の 見 え 方 の 研 究 Ⅲ 」  

全 国 子 ど も 科 学 映 像 祭 文 部 科 学 大 臣 賞  

サ イ エ ン ス 部 「 壁 を 登 る 動 物 の 足 の つ く り の 応 用 」 科 学 の 芽 賞  

サ イ エ ン ス 部 「 ハ チ ジ ョ ウ ノ コ ギ リ ク ワ ガ タ の 研 究 Ⅲ 」 日 本 学 生 科

学 賞 文 部 科 学 大 臣 賞 、 「 青 ヶ 島 の 見 え 方 の 研 究 Ⅲ 」 優 秀 賞  

サ イ エ ン ス 部 「 生 活 を 便 利 に す る 粘 着 テ ー プ の 研 究 」  

学 芸 サ イ エ ン ス コ ン ク ー ル 金 賞  

バ レ ー ボ ー ル 部 島 し ょ 大 会 優 勝 （ 都 大 会 進 出 ）  

サ ッ カ ー 部 島 し ょ 大 会 優 勝 （ 都 大 会 進 出 ）  

サイエンス部日本学生科学賞東京大会奨励賞  

八丈町教育研究奨励校研究発表会  

「小中一貫型教育校の教育ｶﾘｷｭﾗﾑの開発・研究」  

小中一貫型教育校 三原学園 開園式  
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Ⅲ 特色ある教育活動（平成３０年度） 

ア 年間を通して朝読書に取り組むことで、語彙力を身に付けさせるとともに、豊

かな感性や表現力を育む。 

イ 定期考査前や入試前の学習教室の実施、長期休業中の学習会により基礎的・基

本的な学習の定着を図るとともに、個に応じた教育的ニーズに対応するなど、

「教育の場」としての学校の役割を果たす。 

ウ 全学年で地域における奉仕活動を実施し、地域の一員としての自覚を促すとと

もに、様々な人々との触れ合いを通して豊かな人間性と、将来にわたって社会に

貢献しようとする心を育む。 

エ 施設隣接型の小中一貫型教育校の利点を生かし、小中が協同して行う体育的・

文化的行事を充実させ、知・徳・体のバランスの取れた児童・生徒の育成を図

る。 

オ 食育リーダーを中心として、地産・地消に関する教育活動を取り入れながら食

育の推進を図る。 

カ 八丈の伝統・文化の継承者としての資質や能力の向上を目指し、八丈方言カリ

キュラムに基づく方言学習をはじめとして、様々な伝統・文化に触れられる学習

を推進する。 

 
Ⅳ  学校の概要（平成３０年度）  

 １  教職員一覧         ２  生徒数・学年編成(平成３１年１月１日現在) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ３  生活時程表 

 月 火 水 木 金  土曜授業 ＜生徒登校＞

８：１０ 

 

＜一般下校＞

１５：５５ 

 

＜最終下校＞

２月～１１月

１８：００ 

１１月～１月

１７：３０ 

 学級活動・朝読書 

（8:10～ 8:25）  

 学級活動 

(8:10～ 8:20) 

１  校  時      8:30～ 8:20～  

２  校 時      9:30～ 9:20～  

３  校 時      10:30～ 10:20～  

４  校 時      11:30～ 三原TIME 

11:10～ 11:40 

 

11:45下校 

 

 

給食・昼休み （12:50～ 13:20）  

５  校 時   道徳   13:25～

６ 校 時     学活 14:25～

清掃・学活 
（15:15～ 15:45）  

 

             ＊１単位の授業時間は５０分。 

 校  長     １名  学 年  １ 年  ２ 年  ３ 年  合 計  

 副  校 長    １名 学級数 １ １ １ ３

 主幹教諭      ４名 男 子 ３ ５ ３ １１

 主任教諭 ２名 女 子 ５ ５ ７ １７

 教  諭     ４名 合 計  ８ １０ １０ ２８

 養護教諭    １名  

 事   務     １名 

 用務主事    １名 

 夜間受付員 １名 
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４  週当たりの授業配当時数 

 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 英語 道徳 学活 総合 合計

１ 年 ４ ３ ４ ３ 1.3 1.3 ３  ２ ４ １ １ 1.4 ２９

２ 年 ４ ３ ３ ４ １ １ ３ ２ ４ １ １ ２ ２９

３ 年 ３ ４ ４ ４ １ １ ３ １ ４ １ １ ２ ２９

 

 ５  生徒会組織                            

  （１） 専門委員会等 

 本部役員会 中央委員会 専門委員会（学級・図書・衛生・広報） 地 区 会  

行 事 委 員 会 （ 文 化 ・ 体 育 ）  選 挙 管 理 委 員 会  

 

  （２） 部活動 

 運 動 部 ： 野 球   サ ッ カ ー   バ レ ー ボ ー ル   バ ス ケ ッ ト ボ ー ル  

 文 化 部 ： ア ー ト   音 楽    サ イ エ ン ス  

 

 ６  主 な 学 校 行 事 ( 平 成 ３ ０ 年 度 )  

      ＊  定期健康診断 ４月 ～ ６月 

＊ ＰＴＡ活動  ４月…役員選挙、新旧役員会 ５月…総会 

                      学年委員会…学年レク 

           厚生委員会…Ｐ連球技大会 

           文化委員会…Ｐ連作品展等 

月  学  校  行  事  

４  
着任式 始業式 入学式 生徒会オリエンテーション 保護者会 薬物乱用防止

教室（１年） 全国学力･学習状況調査（３年） 修学旅行（３年） 

遠足（１・２年） 

５  前期生徒会総会 家庭訪問・二者面談 学習重点週間 オリ・パラの日 

６  
開 校 記 念 日 （ ６ ／ ４ ）  道 徳 授 業 地 区 公 開 講 座  期 末 考 査  小 中 交 流 会

  

７  
移動教室（２年） 奉仕活動 都学力向上を図るための調査（２年） 三者面

談 セーフティ教室 アンサンブル鑑賞教室（１年） 保護者会 終業式 

学習教室 水泳教室 

８  学習教室 記録会練習 

９  始 業 式  意 見 発 表 会  中 間 考 査  八 丈 管 内 中 学 校 陸 上 競 技 記 録 会   

１ ０  生 徒 会 役 員 選 挙  三原大運動会 後期生徒会総会 職場体験（２年） 

１ １  中学生議会（３年） 期末考査 地域交流会 オリ・パラの日  

１ ２  三者面談 終業式 

１  始 業 式  新 春 大 会    

２  三原文化発表会 新入生保護者説明会 新入生説明会 学年末考査 

３  
三原展覧会 遠足（３年） ３年生を送る会  卒業式 

保護者会（１・２年） 修了式 離任式 
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７  学校施設 

 

 

 

Ⅴ 入学式のご案内 

１  日   時  平 成 ３ １ 年 ４ 月 ９ 日 （ 火 ）  午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分  開 式  

２  場   所  三 原 中 学 校  体 育 館  

３  留 意 事 項  

 （ １ ） 新 入 生 は 、 午 前 ９ 時 ０ ０ ま で に 、 登 校 し て く だ さ い 。  

    登 校 後 は 、 １ 年 生 教 室 で 入 学 式 の 説 明 を し ま す 。  

     （ 末 吉 地 区 の 生 徒 に は ス ク ー ル バ ス を 配 車 い た し ま す 。 ）  

 （ ２ ） ご 出 席 の 保 護 者 の 方 は 、 ９ 時 ５ ０ 分 ま で に 直 接 、 体 育 館 に お 集 ま  

    り く だ さ い （ ス リ ッ パ は 用 意 し て あ り ま す ） 。  

 （ ３ ） 体 育 館 の 受 付 で 「 入 学 通 知 書 」 を ご 提 出 く だ さ い 。  

 （ ４ ） 式 は ５ ０ 分 程 度 で す 。  

入 学 式 終 了 後 、 式 場 に て 記 念 撮 影 、 視 聴 覚 室 に て Ｐ Ｔ Ａ 活 動 の 説 明 が  

あ り ま す 。  

４  当 日 持 参 す る も の  

 （ １ ） 保 護 者 … 入 学 通 知 書 ・ 筆 記 用 具  

 （ ２ ） 新 入 生 … 通 学 バ ッ ク （ 当 日 、 教 科 書 を 配 布 し ま す ） ・ 体 育 館 履 き  

             上 履 き ( 体 育 館 履 き と 併 用 可 ) ・ 筆 記 用 具 ・ メ モ 帳  

    ＊ 生 徒 の 持 ち 物 に は 、 記 名 さ せ て お い て く だ さ い 。  

５  新 入 生 の 服 装  

   本 校 指 定 の 標 準 服 を 着 用 し ま す 。  

 （ １ ） 男 子 は ブ レ ザ ー の 下 に 、 白 色 の ワ イ シ ャ ツ に ネ ク タ イ を 着 け ま す 。  

 （ ２ ） 女 子 は ブ レ ザ ー の 下 に 、 白 色 の ワ イ シ ャ ツ に リ ボ ン を 着 け ま す ｡ 

 

  ＊ 男 女 と も 、 靴 下 は 白 色 の 無 地 （ ワ ン ポ イ ン ト 可 ） で 、 シ ョ ー ト 丈 で は な

く 、 く る ぶ し が 隠 れ る も の を 着 用 し て く だ さ い 。  

 （１） 保有面積 
校 地 18,612ｍ２ 
校 舎  2,269ｍ２ 
運動場 12,199ｍ２ 
体育館    800ｍ２ 
プール    275ｍ２ 

  （平成２１年度新設） 

・特別教室 
理科室、音楽室、家庭科室2(被服・
調理)、技術科室2(金工・木工)、図
書室、視聴覚室、美術室2(絵画・工
芸)、学習センター(パソコン室) 

・準備室  理科 
・多目的ホール 

（２） 教室等使用状況 
・管理室等 

校長室、職員室、警備・用務員室、
教材室、更衣室（３）、保健室、放
送室、給食配膳室、印刷室 

・普通教室 
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１  保護者の皆さまへ 

 （１） 入学前に規則正しい生活習慣を身に付けさせて下さい。 

     （時間を守る。服装を整える。挨拶や返事ができる。） 

 （２） 準備するものは一緒に点検をし、そろえておいて下さい。 

 （３） 健康面で治療の必要のある方は、入学前にできるだけ治しておいて下さい。 

  （４） 末吉地区で、行き帰りにスクールバスの利用を希望する保護者の方は副校長 

     までご連絡ください。 

 

２ 新入生の皆さんへ 

 （１） 自分の持ち物に、名前を書いておくこと。 

 （２） 漢字や計算の練習など、小学校６年間の学習の総まとめをしておくこと。 

 （３） 下に書いてある物について、準備しておくこと。（これ以外のものについて 

     は、学校が始まってから、各教科担当の先生から指示があります。） 

 

Ⅵ 中学校で使う学習用具と費用について 

 １  入 学 す る ま で に 準 備 し て お く 学 習 用 具                            

教科 品   名  数・規格・その他 

国語 習字道具一式 
小学校で使用していたもの  

ノ ー ト は 授 業 で 指 示 し ま す  

社 会  色 鉛 筆 ・ 大 学 ノ ー ト  小学校で使用していたもの 

数学 
定規・コンパス 

大学ノート（自由） 

小学校で使用していたもの 

ド ッ ト 入 り 罫 線 の も の が お す す め で す  

理科 特にありません ノートは授業で指示します 

英 語  英 語 ノ ー ト ( １ ０ 段 )  ２ 冊  

音 楽  入 学 後 、 教 科 担 任 が 指 示 し ま す の で 特 に あ り ま せ ん   

美 術  入 学 後 、 教 科 担 任 が 指 示 し ま す の で 特 に あ り ま せ ん  

保 健  

体 育  

体育着…三原ジャージ、 

    ハ ー フ パ ン ツ  

白 の 半 袖 シ ャ ツ  

体 育 館 履 き  

靴 下  

標準服採寸時に注文済み 

ワンポイント可 

体 育 館 履 き ・ 上 履 き の 併 用 可  

(併 用 す る 場 合 は 室 内 の 運 動 に 適 し た 物 ) 

く る ぶ し が 隠 れ る も の (白 、 黒 、 紺 )  

技 術  入 学 後 、 教 科 担 任 が 指 示 し ま す の で 特 に あ り ま せ ん   

家 庭  
裁縫道具、エ プ ロ ン 、  

三 角 巾  

小学校で使用していたもの 

（裁縫道具の中身の確認をお願いします）  

２ 教材費について 

実習材料費・副教材費（資料集・副読本など）として、平成３０年度第１学年は

教材費として年間約２万４千円を納入していただきました。来年度も同程度の予定

です。 
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Ⅶ 中学校生活のきまり 

 三原中学校に在籍する生徒一人一人が充実した学校生活を送ることができるように 

『中学校生活のきまり』を設けています。各家庭でのご協力をお願いします。 

<校訓>  紳士たれ・淑女たれ 

 

１  服  装   装 い は 自 分 を 映 す 鏡            服 装 の 乱 れ は 心 の 乱 れ ！  

(１ )  標準服 

① 冬服期間（ １１月 １日 ～４月 ３０日） 

ア）登下校時には、本校指定の標準服(ブレザー)を着用。 

男子：ブレザーの下に、白のワイシャツにネクタイ 

女子：ブレザーの下に、白のワイシャツにリボン 

イ）寒いときには、ブレザーの下にセーター・カーディガン・ベスト等を着用し

ても構わない。（白・グレー・黒・紺・ベージュの無地） 

ウ）登下校時には、コートやウィンドブレーカー等の防寒着を着用しても構わな

いが、校舎内では所定の場所にかけておき着用しない。 

 

② 夏服期間（ ６月 １日 ～９月 ３０日） 

ア）登下校時には本校指定の標準服(ブレザーは着用しない)を着用。 

男子：白のワイシャツを着用します。ネクタイはつけなくても構わない。 

女子：白のワイシャツを着用します。リボンはつけなくても構わない。 

イ）女子は、ワイシャツの上にベストを着用しても構わない。 

（白・グレー・黒・紺・ベージュの無地） 

ウ）ワイシャツの代わりにポロシャツを着用しても構わない。 

(裾をズボンの中に入れる) 

 

③  夏服・冬服併用期間（ ５月 １日～ ５月 ３１日、 １０月 １日～ １０月 ３１日） 

ア） ５月と １０月は衣替えとなり、夏服・冬服併用期間となる。 

イ）登下校時は、夏服か冬服のどちらかを着用のこと。 

 

④  年間を通じて 

ア）肌着を着用する。 

イ）派手な色、シャツ出し、極端に長いセーターやベスト、ズボンのずり下げ、

短いスカート、ハーフパンツのはみ出し等の異装は認めない。 

４月  ５月  ６月 ～９月  １０月  １１月 ～３月  

冬服期間 併用期間 夏服期間 併用期間 冬服期間 

 

(２) 体育着 

① 保健体育の授業 

ア）体育着：白のＴシャツ(ワンポイント可)・ハーフパンツ・三原ジャージ 

を着用する。 

イ）授業前に更衣室で着替える(制服は更衣室に置いておいても構わない)。 

ウ）授業後に制服に着替える(使用した体育着は教室に持ち帰る)。 
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②   体育的行事 

保健体育の授業と同様に体育着を着用する。 

 

③ 部活動 

ア）活動中…保健体育の授業と同じ、またはユニフォーム、各部で指定された部

活着とする。  
イ）休日の登下校…顧問の指示により、活動中の服装で構わない。 

 

(３) その他 

①  肌  着…白(Ｔシャツの場合はワンポイント可とする)。 

②  通  学  靴…華美でない運動靴を使用する。 

③  上  履  き…白を基調とするスクールフロアまたは体育館履きを使用する。 

④  体育館履き…スポーツシューズを使用します。 

⑤ 靴  下 

ア）無地(白・黒・紺：ワンポイント可)で汗とり、保温等の目的にあったものを

使用する。 

イ）儀式(入学式・始業式・終業式・修了式・卒業式)は、白色の無地（ワンポイ

ント可）で、ショート丈ではなく、くるぶしが隠れるものを使用する。 

ウ）寒いときは、女子はスカートの下にタイツ(黒・肌色)、または三原ジャージ

のハーフパンツを着用しても構わない。 

   ⑥  髪   型…染色やパーマ及び整髪料やワックス等の使用は認めない。ヘアピン

・髪留めは、飾りがなく派手でないもの（黒・紺・ベージュ）を使

用する。また、女子の髪が肩にかかる場合は結ぶ。 
 

２  登 下 校  

(１ ) 出欠席の確認は ８時 １０分に行う(８時 ０５分までに登校する)。 

(２) 自転車通学は許可しない。 

(３) 一般下校時刻… （月 ）（火 ）（木 ）（金 ）は １５時 ５０分、 （水 ）は １４時 ５０分 とする。 

(４ ) 最終下校時刻  
 

２月 ～１０月  １１月 ～１月  

１８時 ００分  １７時 ３０分  

 

(５ ) 登下校時に買い食いはしない。  
★特に部活動終了後に注意する。 

 

３  通 学 バ ッ グ  

(１ ) スポーツバッグ・デイパック(小型のナップザック)でも構わない。 

(２) その他については、用途を考え相談の上で使用する。 

 

４  持 ち 物  

(１ ) 生徒手帳(身分証明書)、ハンカチ、ティッシュは常に持ってくる。 

(２) 学校生活に必要のないものは持ち込まない。 

 ①  携帯電話、携帯音楽機器、電子機器類、時計、カメラ類 

 ②  装飾品：ネックレス、リストバンド、ピアス、指輪、  

アクセサリー類等 

 ③  アメ、ガム等のお菓子類 

(３) カッターナイフ等、刃物類は持ってこない。 

(４) 教科書類は、指示がない場合は常に持ち帰りロッカーや机の中に置かない。  
(５ ) 個人の持ち物には記名をする。また、不用意に個人の持ち物に手を触れない。 



9 

 

 

５  昼 休 み の 過 ご し 方  

(１ ) １２時 ５０分に給食の時間は終了する。 

(２) 片付け・歯磨きをしてから昼休みとなる (歯磨きセットを持参 )。 

(３) 教室・ホール・ベランダ等ではふざけない。  
(４ ) 体育館を使用しても構わない。  
(５ ) 図書室を利用しても構わない。 

 

６  校 庭 ・ 遊 び 場 開 放  

(１ ) グラウンド開放の対象は、学区域内の児童、生徒及び幼児である。 

(２) 休日等は校舎内 (昇降口・玄関・廊下・トイレ・教室等 )に入らない。 

(３) 部活動で登校した後、校庭で遊ぶ場合は、必ず一度下校してから再登校する。 

(４) 飲食物、花火、危険物等の持ち込みは、いっさい禁止とする。 

(５) 帰宅時間は、最終下校時刻と同様とする。  
(６ ) 他団体（部活動、ボランティア活動等）が使用している場合は、利用を避ける。  

 

７  そ の 他   

(１ ) 事故防止のため、委員会や学年の活動等で休日に学校を利用するときは、許可

が必要である。  


